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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　
　
流
行
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

起
こ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
、
日
本
で
毎
年
冬
を
中

心
に
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
い
い
ま
す
。
症
状
は
、
38
℃
以
上
の
発
熱
、
頭

痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
全
身

の
症
状
が
突
然
に
強
く
あ
ら
わ
れ

ま
す
。
併
せ
て
、
普
通
の
か
ぜ
と

同
様
の
、
の
ど
の
痛
み
、
鼻
汁
な

ど
の
症
状
も
見
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
気
管
支
炎
、
肺
炎
な
ど
を
併

発
し
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
る

の
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
で

す
。
特
に
、
お
子
様
で
は
ま
れ
に

急
性
脳
症
を
発
症
し
た
り
、
ご
高

齢
の
方
や
免
疫
力
の
低
下
し
て
い

る
方
で
は
肺
炎
を
伴
う
な
ど
、
重

症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
力
は

非
常
に
強
く
、
日
本
で
は
毎
年
約

1
千
万
人
、
約
10
人
に
1
人
が
感
染
し
て
お
り
、
い
っ
た
ん
流
行
が
始
ま
る
と
短
期

間
に
多
く
の
人
へ
感
染
が
拡
が
り
ま
す
。

〈
重
症
化
す
る
危
険
が
高
い
人
〉

　
○
高
齢
者　
○
幼
児　
○
妊
娠
中
の
女
性

　
○
持
病
の
あ
る
方　
・
喘
息
の
あ
る
人 

・
慢
性
呼
吸
器
疾
患（CO

PD

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
慢
性
心
疾
患
の
あ
る
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
糖
尿
病
な
ど
代
謝
性
疾
患
の
あ
る
人
な
ど

　

普
通
の
風
邪
は
様
々
な
病
原
体
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
が
、
症
状
は
一
般
的

に
、
の
ど
の
痛
み
、
鼻
汁
、
く
し
ゃ
み
や
咳
（
せ
き
）
な
ど
が
中
心
で
、
全
身
症

状
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
発
熱
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ほ
ど
高
く
な
く
、
重
症

化
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
年
を
通
し
て
ひ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
な
い
た
め
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
こ

と
が
大
切
で
す
。

⑴
正
し
い
手
洗
い

　
帰
宅
時
や
調
理
の
前
後
、
食
事
前
な
ど
、
こ
ま
め
な

手
洗
い
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ん

だ
消
毒
液
で
手
を
消
毒
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

⑵
予
防
接
種
を
受
け
る

　
予
防
接
種
は
発
症
す
る
可
能
性
を
減
ら
し
、
万
一
発
症
し
て

も
重
い
症
状
に
な
る
の
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。
医
師
と
相

談
し
て
、
流
行
期
前
に
予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
？

2016年第45週（2016年11月7日～11月13日） 平成28年11月16日
定点医療機関からインフルエンザ283人(定点当たり1.12)の報告がありました。

埼玉県の流行状況

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
風
邪
と
の
違
い
は
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
な
い
た
め
に
は
？
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⑶
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　

ウ
イ
ル
ス
は
く
し
ゃ
み
や
咳

の
飛
沫
に
含
ま
れ
て
拡
散
し
ま

す
。
く
し
ゃ
み
や
咳
が
出
る
と

き
は
、
飛
沫
に
ウ
イ
ル
ス
を
含
ん
で
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
の
で
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

⑷
普
段
か
ら
の
健
康
管
理

　
免
疫
力
が
弱
っ
て
い
る
と
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
感

染
し
た
と
き
に
重
症
化
す
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
普
段
か
ら
十
分

な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

を
心
掛
け
、
免
疫
力
を
高
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑸
適
度
な
湿
度
を
保
つ

　
空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の
ど
の
粘
膜
の
防
御
機
能

が
低
下
し
ま
す
。
乾
燥
し
や
す
い
室
内
で
は
加
湿
器

な
ど
を
使
っ
て
、
適
切
な
湿
度
（
50
％
〜
60
％
）
を

保
つ
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

⑹
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控
え
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

し
て
き
た
ら
、
市
中
で
感
染

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
不

要
不
急
の
と
き
は
な
る
べ

く
、
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の

外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

　
川
口
市
民
で

　
１
．
満
65
歳
以
上
の
か
た

　
２
．
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
か
た
で
心
臓
や
じ
ん

臓
、呼
吸
器
、又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
身
体

障
害
者
１
級
程
度
の
障
害
を
有
す
る
か
た

（
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
、
ま
た
は
医
師
の

診
断
書
が
必
要
で
す
）

　

※

接
種
当
日
に
対
象
年
齢
に
達
し
て
い
な
け
れ
ば

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

実
施
期
間

　
平
成
28
年
10
月
１
日
〜
平
成
29
年
１
月
31
日

実
施
場
所

　
指
定
の
医
療
機
関
（
医
療
機
関
へ
要
予
約
）

　

※

10
月
20
日
〜
12
月
25
日
の
期
間
は
川
口
市
の
指

定
医
療
機
関
以
外
に
、
埼
玉
県
内
の
一
部
の
医

療
機
関
で
も
市
の
補
助
に
よ
る
予
防
接
種
が
可

能
で
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
事
前
に
（
接
種
日

の
10
日
前
ま
で
）
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

個
人
負
担
（
料
金
）

　
１
，０
０
０
円

　

※

右
記
対
象
者
の
う
ち
、生
活
保
護
世
帯
の
か
た
な
ど

自
己
負
担
金
免
除
と
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
川
口
市
保
健
セ
ン
タ
ー　
０
４
８̶

２
５
６̶

２
０
２
２

平
成
28
年
度
高
齢
者
の

　
　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
料
金

595,398
302,267
293,131

305
163
142

274,754 360
平成28年11月1日現在

平成28年10月1日現在

7,288,081
3,637,995
3,650,086

1,362
486
876

3,017,400 2,448

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
自
由
診
療
に
あ
た

る
た
め
基
本
的
に
10
割
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
料

金
は
各
医
療
機
関
ご
と
に
設
定
で
き
る
た
め
、
全
国

一
律
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

６
か
月
〜
13
歳
未
満
は

　
６
０
０
０
円
〜
７
０
０
０
円
程
度
（
２
回
接
種
）

13
歳
以
上
〜
成
人

３
０
０
０
円
〜
５
０
０
０
円
程
度
（
１
回
接
種
）

※

実
際
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
各
医
療
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。


